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1. 平成27年3月期の連結業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 300,912 △5.5 18,358 △11.5 18,589 △9.8 12,264 △17.7
26年3月期 318,513 5.7 20,734 14.9 20,602 13.7 14,910 31.8

（注）包括利益 27年3月期 18,430百万円 （17.5％） 26年3月期 15,680百万円 （18.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年3月期 123.83 123.46 8.7 8.3 6.1
26年3月期 147.75 147.34 11.6 9.9 6.5

（参考） 持分法投資損益 27年3月期 ―百万円 26年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 228,422 146,768 64.0 1,482.82
26年3月期 217,091 135,687 62.3 1,350.05

（参考） 自己資本 27年3月期 146,275百万円 26年3月期 135,315百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年3月期 23,167 △2,828 △12,343 24,291
26年3月期 9,888 △7,477 △905 16,213

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年3月期 ― 12.00 ― 12.00 24.00 2,412 16.2 1.9
27年3月期 ― 16.00 ― 16.00 32.00 3,152 25.8 2.3
28年3月期(予想) ― 16.00 ― 16.00 32.00 23.4

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 124,000 △2.5 7,000 △7.2 7,000 9.0 3,900 △14.0 40.05
通期 305,000 1.4 21,000 14.4 21,000 13.0 13,200 7.6 136.98



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期 117,812,419 株 26年3月期 117,812,419 株
② 期末自己株式数 27年3月期 19,165,457 株 26年3月期 17,582,444 株
③ 期中平均株式数 27年3月期 99,042,390 株 26年3月期 100,918,715 株

（参考）個別業績の概要 

1. 平成27年3月期の個別業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 236,672 △4.3 10,012 △19.5 10,962 △14.0 13,235 28.1
26年3月期 247,358 8.7 12,444 9.7 12,747 6.6 10,334 42.1

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

27年3月期 133.64 133.24
26年3月期 102.40 102.12

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 188,122 102,552 54.4 1,036.93
26年3月期 185,730 95,754 51.5 953.60

（参考） 自己資本 27年3月期 102,289百万円 26年3月期 95,578百万円

2. 平成28年 3月期の個別業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 96,000 △6.3 4,300 △7.5 5,200 △3.4 3,500 △60.9 35.94
通期 240,000 1.4 13,000 29.8 14,000 27.7 9,400 △29.0 97.55
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１） 経営成績に関する分析

(当期の経営成績)

当連結会計年度におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動がみられたものの、政府や日

本銀行の経済・金融政策等による企業収益の改善や設備投資の持ち直しなど、全体的には緩やかな回復基調で推移し

ました。

情報通信分野におきましては、光アクセス等の固定通信関連工事は減少傾向が続くものの、移動通信関連工事はス

マートフォンやタブレット端末の普及により、ＬＴＥのサービスエリア拡大やトラフィック急増に対応するサービス

品質向上に向けたネットワークの構築・整備等が進みました。また公共・民間分野におきましては、復興、防災・減

災、社会インフラの更改、2020年開催の東京オリンピック・パラリンピック等に関連した設備投資の積極化が期待さ

れる一方、建築資材・労務費等の上昇や労働者不足など厳しい状況が続きました。

このような事業環境において、当社グループは「トータルＩＣＴソリューションをグループ一体で推進し、価値創

造と成長基盤を確立する」という中期ビジョンのもと、グループ一体となってコア事業である通信インフラ構築関連

の生産性・品質向上や更なる効率化を推進するとともに、ＩＣＴソリューション事業、保守業務など、成長事業の事

業拡大に努めてまいりました。エンジニアリングソリューション分野では、ＮＴＴ関連工事の減少はあるものの、グ

ループ子会社の再編や施工拠点の集約等により更なる効率化を推進するとともに、消防・防災無線のデジタル化工事

を中心とした官公庁案件、首都圏再開発に関連した大規模電気設備工事の受注が増加しました。システムシリューシ

ョン分野では新エネルギー、ジオサービス、クラウド・セキュリティ、医療・福祉など当社の強みを活かせる分野を

ターゲットとして企業・自治体への提案営業を推進したほか、多言語対応観光防災アプリ「ＥＸＴｒａｖｅｌ（エク

ストラベル）」を活用した「日光街歩きナビ」や京都醍醐寺における観光ガイダンスナビの配信開始、さらにグロー

バル事業ではフィリピン最大の通信会社ＰＬＤＴ社からアクセス系設備工事および保守業務を受注するなど、将来に

向けた周辺事業・新事業の積極拡大を図り、引き続き環境変化に強い経営基盤の確立に努めてまいりました。また、

金融機関向けの基幹系システムを中心に官公庁系システムや製造業向けの管理システム等、幅広い業種の顧客に対し

て多くのソフトウェア開発実績を有する株式会社アドヴァンスト・インフォーメイション・デザインをＭ＆Ａにより

子会社化するなど、業容拡大を推進いたしました。

これらの取り組みの結果、当連結会計年度の経営成績につきましては、受注高は3,014億４千６百万円（前期比

99.1％）、完成工事高は3,009億１千２百万円（前期比94.5％）となりました。損益面につきましては、営業利益は

183億５千８百万円（前期比88.5％）、経常利益は185億８千９百万円（前期比90.2％）、当期純利益は122億６千４百

万円（前期比82.3％）となりました。

 

当連結会計年度におけるセグメント別の概況は、次のとおりであります。

① エンジニアリングソリューション

 受注高・完成工事高ともに、環境・社会インフラ関連工事が増加しましたが、ＮＴＴグループ関連工事の減少等に

より、前年同期と比べ減少しました。

② システムソリューション

受注高、完成工事高ともに、前年同期と比べ減少しました。

 

(次期の見通し)

情報通信分野におきましては、光アクセス等の固定通信関連工事は減少傾向が続くものの、移動通信関連工事は、

トラフィック増加に対応するサービス品質向上に向けたネットワークの構築・整備等が引き続き堅調に推移するもの

と思われます。

また公共・民間分野におきましては、復興、防災・減災、社会インフラの更改、2020年開催の東京オリンピック・

パラリンピック等に関連した設備投資が積極化すると見込まれますが、建築資材・労務費等の上昇や労働者不足など

の状況が続くものと思われます。

このような事業環境において、当社グループは中期ビジョンのもと、グループ一体となってコア事業である通信イ

ンフラ構築関連の生産性・品質向上や更なる効率化を推進するとともに、ＩＣＴソリューション事業、保守業務、更

に将来に向けた周辺事業・新事業の積極拡大を図ることで、引き続き環境変化に強い経営基盤の確立に努めてまいり

ます。

第62期（平成28年３月期）の連結業績につきましては、受注高は3,100億円（前期比102.8％）、完成工事高は3,050

億円（前期比101.4％）、営業利益は210億円（前期比114.4％）、経常利益は210億円（前期比113.0％）、親会社株主

に帰属する当期純利益は132億円（前期比107.6％）を見込んでおります。

 

株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。
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（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

 資産は、前連結会計年度末と比較して113億３千万円増加し、2,284億２千２百万円（前期比105.2％）となりま

した。これは主に有価証券及び退職給付に係る資産の増加によるものであります。

 負債は、前連結会計年度末と比較して２億４千９百万円増加し、816億５千３百万円（前期比100.3％）となりま

した。これは主に繰延税金負債の増加によるものであります。

 純資産は、前連結会計年度末と比較して110億８千１百万円増加し、1,467億６千８百万円（前期比108.2％）と

なりました。これは主に利益剰余金の増加によるものであります。

 

② キャッシュ・フローの状況

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ80億７千

８百万円増加し、242億９千１百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は231億６千７百万円（前期は98億８千８百万円の獲得）となりました。これは主

に税金等調整前当期純利益によるものであります。
 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は28億２千８百万円（前期は74億７千７百万円の使用）となりました。これは主に

有形固定資産の取得によるものであります。
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は123億４千３百万円（前期は９億５百万円の使用）となりました。これは主に短

期借入金の減少によるものであります。
 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

 
平成23年
３月期

平成24年
３月期

平成25年
３月期

平成26年
３月期

平成27年
３月期

自己資本比率（％） 53.9 62.4 60.9 62.3 64.0

時価ベースの自己資本比率（％） 43.7 42.9 50.7 61.2 55.7

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 33.7 0.5 1.3 1.3 0.4

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 6.7 289.7 117.5 187.0 619.3

（注）自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

１．各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

３．キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象とし

ております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

 

２．経営方針

（１） 会社の経営の基本方針

当社グループは、「技術力を培う 豊かさを求める 社会に貢献する」という企業理念のもと、株主をはじめとするす

べてのステークホルダーから信頼される誠実で透明性の高い経営の実現を目指しております。

このような基本方針のもと企業行動規範を制定し、コンプライアンス・プログラムを実施するとともに、内部監査制

度の充実、ＩＲ活動の強化や適切な社内組織の見直し等により業務の有効性・効率性を確保してまいります。

また、情報通信ネットワーク市場において、ソリューション・サービス企業として、情報通信ネットワークの構築を

はじめとした多彩なソリューション及びサービスを提供することにより、豊かな生活環境を創り出す企業集団として社

会に貢献してまいりたいと考えております。

 

（２） 目標とする経営指標

当社グループは、グループ企業価値を向上させ株主価値を高めるため、受注の拡大と収益性向上による利益の拡大が

重要であると考えております。このような考えのもと事業計画において平成28年３月期に連結売上高3,050億円、営業

利益210億円の達成を目指してまいります。
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（３） 中長期的な会社の経営戦略

当社グループは、「トータルＩＣＴソリューションをグループ一体で推進し、価値創造と成長基盤を確立する」とい

う中期ビジョンのもと、グループ一体となって、コア事業である通信インフラ構築関連の生産性・品質向上を一層推進

するとともに、ＩＣＴソリューション事業、保守業務等を新たなコア事業として確立させ、更に将来に向けた周辺事

業、新事業の積極拡大を図ることで、環境変化に強い経営基盤を確立してまいります。

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社は日本基準を適用しております。

 なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 10,293 12,526 

受取手形・完成工事未収入金 92,307 84,691 

有価証券 5,919 11,765 

未成工事支出金等 22,521 22,010 

繰延税金資産 4,131 4,976 

その他 2,548 2,903 

貸倒引当金 △65 △60 

流動資産合計 137,656 138,813 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 17,541 17,732 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 1,700 2,408 

土地 30,923 30,342 

その他（純額） 601 1,521 

有形固定資産合計 50,767 52,005 

無形固定資産    

のれん 1,940 3,065 

その他 2,953 3,213 

無形固定資産合計 4,894 6,278 

投資その他の資産    

投資有価証券 13,991 16,896 

退職給付に係る資産 7,575 11,774 

その他 4,053 4,474 

貸倒引当金 △1,846 △1,819 

投資その他の資産合計 23,773 31,325 

固定資産合計 79,434 89,609 

資産合計 217,091 228,422 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金 35,089 35,193 

短期借入金 7,550 2,180 

未払法人税等 5,441 1,964 

未成工事受入金 1,971 2,248 

賞与引当金 1,039 1,049 

役員賞与引当金 142 173 

完成工事補償引当金 359 296 

工事損失引当金 824 5,456 

厚生年金基金解散損失引当金 123 123 

その他 14,178 15,134 

流動負債合計 66,720 63,819 

固定負債    

長期借入金 5,367 5,974 

繰延税金負債 3,532 5,732 

役員退職慰労引当金 397 262 

投資損失引当金 48 17 

退職給付に係る負債 4,456 4,682 

その他 881 1,163 

固定負債合計 14,683 17,834 

負債合計 81,404 81,653 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,888 6,888 

資本剰余金 6,645 6,879 

利益剰余金 130,822 137,957 

自己株式 △14,487 △17,029 

株主資本合計 129,868 134,696 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 3,631 5,157 

為替換算調整勘定 21 35 

退職給付に係る調整累計額 1,794 6,386 

その他の包括利益累計額合計 5,446 11,579 

新株予約権 175 263 

少数株主持分 195 229 

純資産合計 135,687 146,768 

負債純資産合計 217,091 228,422 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

完成工事高 318,513 300,912 

完成工事原価 279,969 265,171 

完成工事総利益 38,543 35,740 

販売費及び一般管理費 17,809 17,382 

営業利益 20,734 18,358 

営業外収益    

受取利息 20 26 

受取配当金 173 243 

為替差益 73 438 

貸倒引当金戻入額 122 - 

受取地代家賃 146 146 

その他 547 399 

営業外収益合計 1,083 1,254 

営業外費用    

支払利息 51 52 

固定資産売却損 163 313 

減損損失 318 208 

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 123 - 

その他 558 449 

営業外費用合計 1,215 1,024 

経常利益 20,602 18,589 

特別利益    

固定資産売却益 2,238 1,180 

償却債権取立益 1,559 - 

特別利益合計 3,797 1,180 

特別損失    

貸倒引当金繰入額 571 - 

特別損失合計 571 - 

税金等調整前当期純利益 23,828 19,769 

法人税、住民税及び事業税 8,837 6,823 

法人税等調整額 76 669 

法人税等合計 8,914 7,493 

少数株主損益調整前当期純利益 14,914 12,276 

少数株主利益 4 11 

当期純利益 14,910 12,264 
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（連結包括利益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 14,914 12,276 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 735 1,526 

為替換算調整勘定 29 36 

退職給付に係る調整額 - 4,592 

その他の包括利益合計 765 6,154 

包括利益 15,680 18,430 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 15,658 18,397 

少数株主に係る包括利益 21 33 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,888 6,300 118,296 △12,408 119,077 

会計方針の変更による累積
的影響額           

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

6,888 6,300 118,296 △12,408 119,077 

当期変動額           

剰余金の配当     △2,429   △2,429 

当期純利益     14,910   14,910 

自己株式の取得       △3,003 △3,003 

自己株式の処分   324   924 1,249 

連結子会社と非連結子会社
との合併による増減   20 44   64 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - 344 12,525 △2,079 10,791 

当期末残高 6,888 6,645 130,822 △14,487 129,868 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 2,895 9 - 2,904 231 174 122,387 

会計方針の変更による累積
的影響額               

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

2,895 9 - 2,904 231 174 122,387 

当期変動額               

剰余金の配当             △2,429 

当期純利益             14,910 

自己株式の取得             △3,003 

自己株式の処分             1,249 

連結子会社と非連結子会社
との合併による増減             64 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

736 11 1,794 2,542 △56 21 2,507 

当期変動額合計 736 11 1,794 2,542 △56 21 13,299 

当期末残高 3,631 21 1,794 5,446 175 195 135,687 
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当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 6,888 6,645 130,822 △14,487 129,868 

会計方針の変更による累積
的影響額     △2,352   △2,352 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

6,888 6,645 128,469 △14,487 127,516 

当期変動額           

剰余金の配当     △2,776   △2,776 

当期純利益     12,264   12,264 

自己株式の取得       △3,002 △3,002 

自己株式の処分   234   460 694 

連結子会社と非連結子会社
との合併による増減         - 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - 234 9,487 △2,542 7,179 

当期末残高 6,888 6,879 137,957 △17,029 134,696 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

為替換算調整
勘定 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 3,631 21 1,794 5,446 175 195 135,687 

会計方針の変更による累積
的影響額             △2,352 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

3,631 21 1,794 5,446 175 195 133,334 

当期変動額               

剰余金の配当             △2,776 

当期純利益             12,264 

自己株式の取得             △3,002 

自己株式の処分             694 

連結子会社と非連結子会社
との合併による増減             - 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

1,525 14 4,592 6,132 88 33 6,254 

当期変動額合計 1,525 14 4,592 6,132 88 33 13,434 

当期末残高 5,157 35 6,386 11,579 263 229 146,768 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 23,828 19,769 

減価償却費 2,264 2,660 

減損損失 318 208 

のれん償却額 688 849 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 388 △32 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,705 - 

賞与引当金の増減額（△は減少） 10 △347 

工事損失引当金の増減額（△は減少） 555 4,631 

退職給付に係る資産・負債の増減額 △470 △2,004 

受取利息及び受取配当金 △193 △270 

支払利息 51 52 

固定資産売却損益（△は益） △2,074 △867 

売上債権の増減額（△は増加） △6,008 8,095 

未成工事支出金等の増減額（△は増加） 1,581 877 

その他の資産の増減額（△は増加） 4,343 △623 

仕入債務の増減額（△は減少） △473 △454 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 308 277 

その他の負債の増減額（△は減少） △384 189 

その他 △10 44 

小計 20,015 33,055 

利息及び配当金の受取額 195 270 

利息の支払額 △52 △37 

法人税等の支払額 △10,269 △10,121 

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,888 23,167 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △5,575 △3,434 

有形固定資産の売却による収入 2,890 1,990 

無形固定資産の取得による支出 △2,002 △612 

投資有価証券の取得による支出 △3,233 △738 

投資有価証券の売却による収入 309 203 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △361 

貸付けによる支出 △17 - 

貸付金の回収による収入 119 109 

その他 31 16 

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,477 △2,828 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,000 △6,799 

長期借入金の返済による支出 △340 △124 

社債の償還による支出 － △110 

自己株式の取得による支出 △3,003 △3,002 

自己株式の売却による収入 1,127 669 

配当金の支払額 △2,429 △2,777 

その他 △259 △199 

財務活動によるキャッシュ・フロー △905 △12,343 

現金及び現金同等物に係る換算差額 43 83 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,548 8,078 

現金及び現金同等物の期首残高 14,611 16,213 

連結子会社と非連結子会社との合併に伴う現金及び

現金同等物の増加額 
53 - 

現金及び現金同等物の期末残高 16,213 24,291 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて当連結会計年度より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法をポイント基準及び期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率を残存

勤務期間に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均

割引率へ変更いたしました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当連結

会計年度の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

 この結果、当連結会計年度の期首の退職給付に係る資産が4,191百万円減少し、退職給付に係る負債が408百

万円減少し、利益剰余金が2,352百万円減少しております。また、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び

税金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用）

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平

成27年３月26日）を当連結会計年度から適用しております。なお、当実務対応報告適用初年度の期首より前に

締結された信託契約に係る会計処理につきましては従来採用していた方法を継続するため、当実務対応報告の

適用による連結財務諸表への影響はありません。
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（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営資源の配分の

決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものです。

 当社は、サービス別のセグメントから構成されており、主に情報通信インフラ及び環境・社会インフラの構

築を行う「エンジニアリングソリューション」と、ネットワークインテグレーション及びシステムソリューシ

ョンを行う「システムソリューション」の２つを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、最近の有価証券報告書（平成26年６月24日提出）にお

ける「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記載と概ね同一であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

 前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

連結財務諸表 
計上額 
（注）２  

エンジニアリング 
ソリューション 

システム 
ソリューション 

計 

完成工事高          

外部顧客への完成

工事高 
283,920 34,592 318,513 － 318,513 

セグメント利益 21,647 2,052 23,700 △2,965 20,734 

セグメント資産 118,263 14,905 133,168 83,922 217,091 

  （注）１．調整額は以下のとおりです。

（1）セグメント利益の調整額には、報告セグメントに配分していない全社費用△2,765百万円及びその他の調

整額△200百万円が含まれております。

（2）セグメント資産の調整額には、報告セグメントに配分していない全社資産144,935百万円及びその他の調

整額△61,012百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と、セグメント資産は連結財務諸表の資産合計と調整を行

っております。

 

 当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

連結財務諸表 
計上額 
（注）２  

エンジニアリング 
ソリューション 

システム 
ソリューション 

計 

完成工事高          

外部顧客への完成

工事高 
268,405 32,506 300,912 － 300,912

セグメント利益 20,022 1,734 21,757 △3,398 18,358

セグメント資産 114,093 9,239 123,333 105,088 228,422

  （注）１．調整額は以下のとおりです。

（1）セグメント利益の調整額には、報告セグメントに配分していない全社費用△3,176百万円及びその他の調

整額△222百万円が含まれております。

（2）セグメント資産の調整額には、報告セグメントに配分していない全社資産160,729百万円及びその他の調

整額△55,640百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と、セグメント資産は連結財務諸表の資産合計と調整を行

っております。
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（１株当たり情報）

(単位：円)

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

１株当たり純資産額 1,350.05 1,482.82

１株当たり当期純利益 147.75 123.83

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 147.34 123.46

(注)１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

１株当たり当期純利益    

当期純利益（百万円） 14,910 12,264

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る当期純利益（百万円） 14,910 12,264

期中平均株式数（千株） 100,918 99,042

潜在株式調整後１株当たり当期純利益    

当期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 275 297

（うち新株予約権） (275) (297)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要

平成25年６月21日定時株主総会決

議第６回新株予約権（553千株） 

 

―――――

 

（重要な後発事象）

１．自己株式の取得

 当社は、平成27年５月８日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項を決議いたしました。

（１）自己株式の取得を行う理由

   機動的な資本政策の遂行および資本効率の向上を通じて株主利益の向上を図るため。

（２）取得に係る事項の内容

①取得対象株式の種類    当社普通株式

②取得し得る株式の総数  3,800,000株（上限）

③株式の取得価額の総額  5,000百万円（上限）

④取得期間              平成27年６月２日～平成27年９月３０日

 

２．自己株式の処分

 当社は、平成27年５月８日開催の取締役会において、第三者割当による自己株式の処分を実施することを決議

いたしました。

（１）処分期日   平成27年６月１日

（２）処分株式数  1,880,000株

（３）処分価額   １株につき1,383円

（４）処分価額総額 2,600,040,000円

（５）処分先    資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）

（６）その他    当社は、同日開催の取締役会において、「株式給付信託（従業員持株会処分型）」の再導

          入を決議いたしました。本自己株式の処分は、当社株式の保有及び処分を行う資産管理サ

          ービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（本信託の受託者たるみずほ信託銀行株式会社から

          再信託を受けた再信託受託者）に対し、第三者割当により自己株式を処分するものであり

          ます。
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５．その他

役員の異動

役員の異動につきましては、決定次第速やかに開示いたします。 
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